
解析学 II　　前回の解答例　 2019.10. 4分

　・次の関数が zxy = zyxであることを確かめよ。

　　　 (1) z = 4x3y − 5x3y−2 − 4y3

　　　　　 zx = 12x2y − 15x2y−2 ⇒ zxy = 12x2 + 30x2y−3

　　　　　 zy = 4x3 + 10x3y−3 − 12y2 ⇒ zyx = 12x2 + 30x2y−3

　　　 (2) z =
y

x+ y2

　　　　　 zx = y ×

(
−

∂
∂x
(x+ y2)

(x+ y2)2

)
= − y

(x+ y2)2

　　　　　　　　（分子の yは xで偏微分するときは定数扱いなので逆数の微分が使える）

　　　　　　　⇒　 zxy = −

{
∂
∂y
y
}
× (x+ y2)2 − y ×

{
∂
∂y
(x+ y2)2

}
(x+ y2)4

　　　　　 = −1× (x+ y2)2 − y × {2(x+ y2)× 2y}
(x+ y2)4

　　　　　 = −(x+ y2)− y × (2× 2y)

(x+ y2)3
= −x+ y2 − 4y2

(x+ y2)3

　　　　　 = − x− 3y2

(x+ y2)3

(
=

3y2 − x

(x+ y2)3

)

　　　　　 zy =

{
∂
∂y
y
}
× (x+ y2)− y ×

{
∂
∂y
(x+ y2)

}
(x+ y2)2

=
1× (x+ y2)− y × 2y

(x+ y2)2
=

x− y2

(x+ y2)2

　　　　　　　⇒　 zyx =

{
∂
∂x
(x− y2)

}
× (x+ y2)2 − (x− y2)×

{
∂
∂x
(x+ y2)2

}
(x+ y2)4

　　　　　 =
1× (x+ y2)2 − (x− y2)× {2(x+ y2)× 1}

(x+ y2)4

　　　　　 =
(x+ y2)− (x− y2)× 2

(x+ y2)3
=

x+ y2 − 2x+ 2y2

(x+ y2)3

　　　　　 =
−x+ 3y2

(x+ y2)3
= − x− 3y2

(x+ y2)3

　　のようにどちらの問題も zxy = zyxが成立している。

資料置場

　　　 https://www.gen.kanagawa-it.ac.jp/takeda/class/
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・全微分と接平面の方程式

　　関数 z = (2x2 − 4xy + y3)3としたとき、次を求めよ
　　　 1) 偏導関数 zx, zyと全微分 dzを求めよ。
　　　 2) 点 (1, 0, f(1, 0))における接平面を求めよ。
　　　 3) 第 2次偏導関数 zxx, zxy, zyyの内、1つ求めよ。
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